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発行人柴田嘉市

蕊
議
蕊
薙
識

教
習
場
と
し
て
の
補
助
金
等
の

長
か
ら
、
夏
期
酷
暑
の
折
柄
ｑ
一
目
笥
裂
詞
珊
河
事
前
熊
字
中
井
三
識
と
し
て
承
認
願
い
た
い
」

舗
鯛
賓
議
識
江
馴
濁
剥
溺
割
洲
調
調
調

醍
灘
樵
電
漏
鰯
盤
軒
搬
蕊
騨
珪
蕊
馴
潔
雛
詐
雑
綱
淵

明
及
び
報
告
を
な
し
承
認
を
求
名
古
屋
市
外
で
あ
る
が
阜
臓
蝋
劉
劉
哨
剖
卦

め
た
。
市
内
編
入
地
で
あ
り
、
や
が
口
留
詞
馴
削
鼠
乳
卿

「
驚
会
館
建
設
に
つ
い
て
は
富
年
公
園
近
く
へ
の
錨
下
鉄
鎖
鼠
判
勇
闘
制
封

二
年
以
前
、
建
設
す
る
こ
と
を
建
設
も
な
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
致
で
罰
さ
れ
た
．

決
議
し
て
以
来
、
そ
の
建
設
に
噺
圃
劇
鼠
罰
料
本
組
合
の
会
鑓
建
設
の
件
腫

つ
い
て
の
資
金
と
し
て
、
組
合
望
尉
割
封
凱
割
引
建
設
地
と
利
用
度
の
問
電
麦

理
事
会
の
出
席
員
数
を
告
げ
開

会
を
宣
し
か
続
い
て
柴
田
理
事

購
入
の
件
」
の
一
議
案
の
み
で
ｒ
一
割
洲
、
‐
価
褐
剰
回
週
劃
剖
圃
忽
処
、
先
急
ぎ
の
売
物
と
、
比
較

土
地
の
購
入
の
承
認
を
求
め
，
一
制
刺
劃
Ⅷ
部
銅
剣
削
剥
訓
矧
倒
卯
的
安
値
で
あ
っ
た
た
め
、
過
般

た
も
の
で
あ
る
。
判
刺
淵
劉
洲
劉
詞
剰
Ⅶ
剣
Ｊ
鰯
詞
の
理
事
会
に
於
て
、
常
務
理
事

定
刻
栗
田
副
理
事
長
か
ら
、
詞
劃
完
荊
ｕ
刺
制
研
司
鋤
召
。
一
任
の
決
議
も
得
て
い
た
の

祁
撫
瀧
課
畳
以
下
一
一
姉
職
搬
卿
識
細
熱
醗
撫
嘘
諦
縦

后
一
時
か
ら
の
常
務
理
事
会
に

板

議
題
は
「
板
金
会
館
建
設
地
一
同
、

板
金
会
館
建
設
に
一
歩
前
進

名古屋営業所名古屋市束市水筒先町３－４電話(代)９３６－３６１６
（ヒビノビル８階）

東京・大阪・長岡。上田・浦和・相模原。前橋．大阪

土
地
購
入
な
る

八
月
二
日
理
事
会
に
報
告
承
認
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の
停
留
所
も
あ
り
、
猿
投
グ
リ

ー
ン
コ
ー
ド
を
東
山
、
星
ヶ
丘

方
面
か
ら
一
五
１
こ
つ
分
、
名

古
屋
市
東
、
北
部
か
ら
は
猪
子

石
経
由
で
近
く
、
且
瀬
戸
、
豊

田
、
刈
谷
、
旬
立
、
岡
崎
方
面

か
ら
も
便
利
が
よ
く
、
適
当
な

立
地
条
件
と
澗
云
い
得
る
。

何
は
ど
も
あ
れ
土
地
の
購
入

は
建
設
に
一
歩
前
進
し
た
こ
と

は
事
実
で
あ
る
。

現
地
下
見
害
々
測
量
の

釧
割
圏
嬰
り
の
格

ダンネ

利
率
当
初
三
年
間
年

六
％
以
降
年
六
、
五
％

㈲
申
込
期
限

昭
和
四
十
九
年
十
月
二
十
五

日
（
金
）
ま
で

四
申
込
場
所

名
古
屋
市
名
古
屋
市
中
小

企
業
指
導
セ
ン
タ
ー

半
田
市
以
下
各
市
役
所
、

町
役
場
、
商
工
課
又
は
経
済

課
、
産
業
課

一
一
、
信
用
保
証
料
の
減
免

愛
知
県
信
用
保
証
協
会
及
び

名
古
屋
市
信
用
保
証
協
会
は

こ
の
災
害
融
資
Ｆ
』
か
か
を
信

用
保
証
料
を
貸
付
日
か
ら
六

ヶ
月
間
免
除
す
る
。

計
画
中
に
承
認
を
求
め
る
筈
の

一
任
の
決
議
も
得
て
い
た
の

で
、
事
後
承
諾
の
型
に
な
っ
た

が
ご
諒
承
の
上
、
理
事
会
の
決

愛知県

板金工業組合

ゲシネＩソ蒲禰

画
”

欲ﾝﾈﾂ55,Ｗヌ

部
内
の
事
情
等
が
か
ら
ん
で
、

難
行
の
惇
様
に
も
見
え
た
が
、

柴
田
理
事
長
の
積
極
的
な
説
得

と
、
各
理
事
（
支
部
長
）
の
協

力
が
徐
々
に
実
を
結
ん
で
八
月

一
○
日
現
在
、
別
掲
の
通
り
の

入
金
情
況
に
あ
る
。

購
入
地
が
名
古
屋
市
外
で
一
、

多
数
組
合
員
を
容
す
る
名
古
屋

市
中
か
ら
は
不
便
の
感
は
あ
る

が
、
購
入
土
地
前
に
斜
鉄
バ
ズ

蝿
医弄一京．；蕊駕認潔識：〒＝～

解ネリBmｲ7：

昭
和
四
九
年
七
月
二
五
日

豪
雨
に
よ
る
溌
災
中
‐
小
企
業

者
に
対
す
る
復
旧
金
融
対
策

愛
知
県
で
は
七
月
一
一
五
日
の

豪
雨
に
よ
っ
て
被
害
を
受
辻
た

地
区
に
、
災
害
救
助
法
を
適
用

し
、
こ
れ
に
伴
い
被
災
中
小
企

業
者
に
対
し
て
郎
の
通
り
復
旧

金
融
対
策
を
実
施
す
る
。

一
、
災
害
融
資
の
実
施

Ｈ
融
資
対
象

名
古
屋
市
中
川
区
、
港
区
、

半
田
市
、
津
島
市
、
常
滑
市

知
多
市
、
蟹
江
市
、
佐
屋
町

新
川
町
の
被
災
中
小
企
業
者

目
融
資
条
件

資
金
使
途
災
害
復
旧
に
必

要
な
事
業
資
金

金
額
五
○
○
万
円
以
内

期
間
五
年
以
内

■■■■■■
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会館建設資金（８月１０日）現在入金情況

束

板

凸

千 種

東 北

西

中

昭 和

瑞 穂

熱田、南

中川、港

緑

支部外 1１

宮 2４，０００

瀬 戸

海部

（ 江南

犬山

種
北
和
穂
南
港
外
宮
戸
部
南
山
牧
江
春
沢
多
崎
一
一
一
谷
田
尾
南
豆

迅
川
緑
部
父

西
中

千
束
昭
瑞
熱
中
支
一
瀬
海
江
犬
小
祖
西
稲
知
岡
束
刈
豊
西
碧
幡

小牧

祖父江

西春

幡豆

画多

三和式ベンチレーター㈱

⑬蕊水原錨工輔
ロール成型機と板金機械工具佳濡大阪市溝厘波除!T目…号

ＴＥＬＯ６－５８３－１２３１

大阪環状線弁天町駅下車北へ６分．

刈谷

豊田

西 尾

碧 南

固定式ベンチレーター
‐裡蕊蕊管、

本社稲沢市高重町中道１８ＴＥＬ(0587)32-4168(〒492）

東京営業所東京都清瀬市元町７－２１エＬＥＬ(“24)91-0069(〒180-04）

犀卜漁気扇Ｋ型

銅

Ｄ型屋上

支部唇｜|組合員数’|’人当Ｌｌ金額’｜入金額’|未収金額 完未

合 8８１ 24,540,000 16,361,600 8,872,400

名０
８
４
１
３
４
３
０
３

２
４
１
２
１
２
４
６
２

８
９
１
４
７
３
５
２
２
”
妬
弘
謁
弱
調
加
加

４
２
２
４
１
１
３
１

円００ｐ
″
″
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
〃

720,000

1,728,000

504,000

756,000

468,000

864⑰000

1,548,000

2,160,000

828,000

396,000

1,152・ＯＯＯ

696,000

504,000

1,0560000

408,000

352,000

120,000

７６ａＯＯＯ

４８，０００

3,048,000

2,304,000

816,000

840,000

840,000

696,000

480,000

480,000

900,000

２，２３１，０００

270,000

767､０００

308,000

864,000

１，５４＆０００

390.000

828.000

845,000

376.000

５０４，０００

1,056,000

４０ａＯＯＯ

９６，０００

７６ａＯＯＯ

969,000

1,540,000

240,000

453,600

.400,000

160,000

240,000

200.000

234,000

160,000

1,770,000

396,000

307,000

320,000

216,000

120,000

48,000

2,079,000

764,000

576,000

386,.400

440.000

536.000

240,000

280,000

完
完
未
完
未
完
完
未
完
未
未
未
完
完
完
未
未
完
未
未
未
未
未
末
末
未
未



が
限
定
さ
れ
る
故
で
は
あ
る
ま

板愛 第〔３〕 ７昭和49年８月24日

成
り
得
へ
ご
又
、
都
市
と
農

ｉ

漁
村
と
の
比
較
か
ら
，
も
水
準
に

と
し
て
注
目
し
た
い
の
は
、
昔

成
り
得
へ
ご
又
、
都
市
と
鰹

漁
村
と
の
比
較
か
ら
も
水
準
淀

は
出
来
な
い
。
然
し
こ
の
記
鐸

か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
坐

者
数
は
伸
び
な
い
こ
と
が
先
〈

考
え
ら
れ
る
。

建
築
板
金
業
は
「
板
金
加
Ｔ

」
と
い
っ
て
い
た
屋
内
の
加
Ｔ

作
業
が
無
く
な
り
、
屋
根
、
鴎

及
び
樋
工
事
が
全
く
横
力
化
－

て
い
る
。
人
口
が
増
し
家
屋
が

多
く
な
り
つ
つ
も
、
板
金
工
室

が
限
定
さ
れ
る
故
で
は
あ
る
す

い
か
、
そ
し
て
今
一
つ
の
閲
噛

と
し
て
注
目
し
た
い
の
は
、
菩

日
の
職
人
芸
一
代
の
思
想
か
角

た
と
え
小
企
業
た
り
と
土
事
業

と
し
て
、
子
息
が
相
続
し
、
▽

は
家
業
に
従
事
す
る
と
同
時
に

企
業
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
で
為

入
伊
。

Ｉ

て
い
る
。
人
口
が
増
し
家
屋
が

Ｉ
」
と
い
っ
て
い
た
屋
内
の
加
工

日
の
職
人
芸
一
代
の
思
想
か
ら

作
業
が
無
く
な
り
、
屋
根
、
蹄

及
び
樋
工
事
が
全
く
横
力
化
－

み
◎ 企

業
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
で
為

は
家
業
に
従
事
す
る
と
同
時
に

と
し
て
、
子
息
が
相
続
し
、
又

た
と
え
小
企
業
た
り
と
土
事
業

多
く
な
り
つ
つ
も
、
板
金
工
事

い
か
、
そ
し
て
今
一
つ
の
間
脳

考
え
ら
れ
る
。

者
数
は
伸
び
な
い
こ
と
が
先
づ

建
築
板
金
業
は
「
板
金
加
工

桁｢師顕痴Aq生Ｒ日'4FＩ簿篭７５号

は
出
来
な
い
。
然
し
こ
の
記
録

か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
業

カラー鉄板

鉄鋼建材

一雛鋼材 ③
エスロン雨どい

トーヨー雨どい

ナショナル雨どい

蕊武豊屋商店名古屋営業所
名古屋市西区丸野２－５３ＴＥＬ(052)502--7331㈹

本社半田市栄町４－－１６６ＴＥＬ(0569)21-5351㈹

雛購
久
し
振
り
せ
棟
平
家
建
の
赤
瓦
の
家
、
残
る
特
有
の
古
語
で
あ
り
、
片
そ
で
や
浅
地
（
ア
サ
ジ
）

に
沖
純
へ
渡
シ
ッ
ク
イ
で
凍
り
固
め
ら
れ
舞
踊
や
観
光
地
域
の
カ
メ
ラ
ョ
何
日
（
イ
チ
ガ
）
む
る
染

っ
て
ま
る
二
屋
上
に
魔
除
け
獅
子
を
置
い
モ
デ
ル
が
着
て
い
る
琉
装
と
（
ス
ミ
）
の
、
紺
地
〈
ク
ン

日
間
各
地
を
た
屋
根
、
や
は
り
風
よ
け
の
い
う
衣
裳
も
又
、
そ
の
た
め
ジ
）
蒜
（
チ
）
ゆ
ら
三
Ｉ

見
て
廻
っ
為
の
塀
と
入
口
正
面
の
房
風
の
も
の
で
あ
る
。
テ
ガ
ン
チ
ョ
ゥ
ブ
ル
ガ

た
。
沖
純
は
（
ヒ
ン
プ
ン
）
こ
う
し
た
家
沖
縄
に
は
祖
霊
信
仰
が
根
ソ
チ
ョ
ゥ
チ
ャ
ン
ナ
ギ

四
七
年
に
施
は
段
々
少
な
く
な
っ
て
、
新
深
く
、
墓
は
本
土
で
は
見
ら
レ
ー

政
権
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
返
さ
し
く
建
つ
家
の
ほ
と
ん
ど
が
れ
な
い
立
派
な
も
の
で
、
厨
只
読
ん
だ
り
聞
い
て
い
て

れ
、
沖
縄
県
と
し
て
国
内
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
子
壷
と
い
う
大
き
な
骨
壷
に
も
何
が
句
だ
か
わ
か
ら
な
い

行
政
に
な
っ
た
も
の
の
、
右
平
家
建
で
あ
る
。
そ
し
て
将
夫
婦
の
骨
を
入
れ
て
祭
る
そ
．
が
、
こ
れ
は
本
妻
の
若
物
は

側
通
行
や
、
物
凄
く
広
く
大
紺
地
、
妾
（
・
一
号
等
）
嫁
浅

き
い
ア
メ
リ
カ
基
地
、
米
兵
変
り
つ
つ
あ
る
沖
縄
地
い
つ
本
染
め
の
紺
地
が

相
手
の
料
飲
店
等
か
ら
受
け
着
ら
れ
る
の
か
の
意
（
間
連

る
感
じ
は
占
領
が
解
け
て
い
て
い
た
ら
お
許
し
を
）
で
、

見
て
廻
っ
た
二
日
間
の
旅

な
い
気
が
し
て
な
ら
な
い
、
ガ
ン
チ
ョ
ゥ
は
目
鏡
、
フ
ル

け
れ
ど
も
こ
れ
が
無
く
な
来
の
増
築
の
た
め
に
柱
型
の
う
で
あ
る
。
ガ
ン
チ
副
ウ
古
目
鏡
、
チ
ャ

リ
又
は
改
善
さ
れ
て
も
、
沖
鉄
筋
が
五
○
セ
ン
チ
程
上
に
そ
れ
惟
夫
が
先
だ
つ
場
合
ン
ナ
ギ
レ
は
捨
て
て
し
ま
え

鮒
は
や
は
り
本
土
と
は
違
っ
伸
び
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
そ
こ
に
入
れ
る
の
は
本
妻
の
で
、
古
い
も
の
は
捨
て
て
新

た
特
有
の
雰
囲
気
を
持
つ
島
包
ん
で
あ
る
。
服
装
は
本
圭
象
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ら
し
い
も
の
に
し
な
さ
い
と

に
相
違
な
い
。
然
し
そ
れ
も
と
全
然
変
り
は
な
い
。
然
も
よ
う
に
沖
縄
で
は
本
妻
と
一
》
男
に
せ
ま
る
言
葉
ら
し
い
。

又
徐
々
に
薄
れ
て
特
色
が
無
毎
日
観
光
で
訪
れ
る
若
い
男
号
と
の
区
別
が
ひ
び
し
そ
う
と
す
る
と
沖
縄
の
女
は
恐
し

く
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
女
に
な
ら
っ
て
か
、
む
し
ろ
で
あ
る
が
沖
縄
の
民
謡
に
西
い
か
も
。
そ
れ
も
又
伝
説
と

か
。
派
手
す
ぎ
る
位
で
あ
っ
た
。
武
門
節
倉
シ
ン
ジ
ョ
ウ
プ
な
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い

そ
の
通
り
既
に
住
居
に
於
琉
球
民
謡
で
唄
わ
れ
る
言
シ
）
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
来
年
は
国
際
海
洋
博
明
開
催

て
台
風
を
防
ぐ
た
め
の
伝
統
葉
や
、
合
の
手
の
は
や
し
言
こ
ん
な
歌
が
あ
る
。
さ
れ
る
、
又
行
き
た
い
も
の

的
に
形
づ
け
ら
れ
て
来
た
寄
葉
は
、
民
謡
や
そ
の
も
の
に
「
片
そ
で
や
紺
地
多
ソ
ジ
〉
で
あ
る
。

・
－
１
諭
紗
の
加
入
一
○
店
〃
一
（
）
錘
間
の
脱
退
荘

六
店
〃
一
○
年
間
の
加
入
者
垂
社

板
金
工
業
経
営
の
一
断
面

鍔
計
一
九
社

（
あ
る
地
方
の
組
合
の
記
録
か
ら
）
一
一
一
罫
灘
一
（
臓
確
議
目
個
人
営
業
（
現
在
）
三
一
一
唐

こ
れ
は
名
古
屋
市
内
の
地
区
・
一
、
組
合
員
（
事
業
所
）
一
店
以
上
の
記
録
に
よ
る
と
、
業

組
織
の
組
合
（
愛
知
県
板
金
工
三
九
年
へ
一
○
年
前
〉
五
一
店
〃
拒
代
員
一
九
店
者
数
が
偶
然
同
じ
で
あ
る
こ
と

灘
溌
鑑
識
黙
認
一
二
画
謬
翰
齢
羅
一
店
率
費
濡
罵
灘
一
一
店
添
灘
潅
雛
冴
灘
守

あ
る
が
、
雫
○
年
と
云
え
ば
一
一
三
九
年
よ
り
そ
の
ま
ま
二
八
店
子
息
従
事
（
前
記
一
一
一
｛
店
共
）
個
人
誉
塁
不
か
ら
法
人
組
織
へ
一

昔
。
亡
く
な
る
者
、
廃
業
す
る
一
○
年
間
の
死
亡
・
二
人
一
八
店
一
潅
礎
漕
蝿
睦
蝿
轄
謂
唖
駒
沌
釦

着
等
「
生
著
必
滅
筆
者
常
一
（
肉
相
続
七
人
麗
譲
戯
四
恥
鍵
測
擁
一
澱
一
か
雛
確
大
都
市
内
の
諺
録
旗

離
」
は
板
金
業
者
の
間
で
も
繰
一
一
○
年
間
の
脱
退
（
死
亡
別
〉
う
ち
〉

唾
捧
癖
か
》
韮
索
燕
癖
唾
は
世
一
一
○
年
間
の
相
続
（
死
亡
相
一
〃
一
○
年
間
の
組
織
言
一
社
一
・
の
で
、
勿
諭
一
般
の
平
均
に
は

Ｔ



い
た
。
そ
の
た
め
に
サ
イ
ド
毎
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い
。
原
因
は
も
と
よ
り
需
要
の

最
も
こ
ん
な
悪
い
の
は
そ
う

愛

恥
日
本
熱
学
や
、
入
丸
商
事

財
産
も
多
く
待
っ
て
心
配
な
い

操
業
で
、
次
第
次
第
に
苦
し
く

算
割
れ
の
受
注
を
す
る
向
も
あ

共
の
下
請
に
は
そ
の
七
．
％
位

職
人
的
要
素
が
多
く
、
困
る
と

磯
も
ギ
ャ
ン
ブ
ル
も
し
な
い
か

向
も
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
一
応

な
る
わ
け
で
あ
る
。

る
よ
う
で
あ
る
。
‐
所
謂
自
転
車

響
く
た
め
、
無
理
を
承
旬
で
採

に
決
済
が
大
変
な
仕
事
で
、
需

要
が
少
な
い
と
直
ち
に
収
入
に

が
約
手
支
払
が
通
例
に
な
っ
て

多
く
、
従
っ
て
給
料
、
労
務
工

手
形
の
決
済
が
出
来
ず
、
不
渡

落
ち
込
ん
で
い
る
こ
と
に
あ
る

小
さ
な
建
設
業
者
の
倒
産
が
多

今
日
で
こ
そ
企
業
と
割
切
る

も
の
の
、
本
来
私
達
の
職
業
は

出
来
な
い
。

Ｊ
も
又
部
課
長
も
真
面
目
で
、
没

賃
は
現
金
で
払
っ
て
も
、
材
工

け
れ
ど
も
、
そ
の
た
め
に
支
払

き
は
助
け
よ
う
と
の
義
侠
心
が

ら
だ
け
で
は
必
ず
し
も
安
心
は

注
意
す
る
こ
と
に
越
し
た
こ
と

ば
な
い
す

沢
山
有
る
わ
け
で
無
く
、
所
有

る
請
負
金
額
は
約
手
の
場
合
が

り
を
出
す
こ
と
に
な
る
。

の
よ
う
な
大
型
で
ば
な
い
が
、

力 雨

各種方反金援械

経
済
の
落
こ
み
と

営
業
の
注
意

あ
な
た
の
お
得
意
は
大
丈
夫

か
。
日
本
熱
学
や
、
入
丸
商
事

の
よ
う
な
大
型
で
は
な
い
が
、

小
さ
な
建
設
業
者
の
倒
産
が
多

い
。
原
因
は
も
と
よ
り
需
要
の

落
ち
込
ん
で
い
る
こ
と
に
あ
る

け
れ
ど
も
、
そ
の
た
め
に
支
払

手
形
の
決
済
が
出
来
ず
、
不
渡

り
を
出
す
こ
と
に
な
る
。

従
来
か
ら
ゼ
ネ
コ
ン
の
受
け

る
請
負
金
額
は
約
手
の
場
合
が

多
く
、
従
っ
て
給
料
、
労
務
工

賃
は
現
金
で
払
っ
て
も
、
材
工

共
の
下
請
に
は
そ
の
七
．
％
位

が
約
手
支
払
が
通
例
に
な
っ
て

い
た
。
そ
の
た
め
に
サ
イ
ド
毎

に
決
済
が
大
変
な
仕
事
で
、
需

要
が
少
な
い
と
直
ち
に
収
入
に

響
く
た
め
、
無
理
を
承
旬
で
採

算
割
れ
の
受
注
を
す
る
向
も
あ

る
よ
う
で
あ
る
・
・
所
謂
自
転
車

操
業
で
、
次
第
次
第
に
苦
し
く

な
る
わ
け
で
あ
る
。

最
も
こ
ん
な
悪
い
の
は
そ
う

沢
山
有
る
わ
け
で
無
く
、
所
有

財
産
も
多
く
待
っ
て
心
配
な
い

向
も
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
一
応

注
意
す
る
こ
と
に
越
し
た
こ
と

は
な
い
す

う
ち
の
得
意
は
社
長
も
重
役

も
又
部
課
長
も
真
面
目
で
、
投

機
も
ギ
ャ
ン
ブ
ル
も
し
な
い
か

ら
だ
け
で
は
必
ず
し
も
安
心
は

出
来
な
い
。

今
日
で
こ
そ
企
業
と
割
切
る

も
の
の
、
本
来
私
達
の
職
業
は

職
人
的
要
素
が
多
く
、
困
る
と

き
は
助
け
よ
う
と
の
義
侠
心
が

Ｉ
恥
・
っ
窪
壱
ぃ
場
合
も
あ
る
。

う
ち
の
得
意
は
社
長
も
重
役

》
征
来
か
ら
ゼ
ネ
コ
ン
の
受
汁

あ
な
た
の
お
得
意
は
大
丈
夫

経
済
の
落
こ
み
と

へ
．
つ
蕪
悪
い
場
合
も
あ
る
。

営
業
の
注
意
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支
部
だ
よ
り
◎
昭
和
支
部

鶴
》
難
戦
》
｜
｜
鞭
蝋
撫
撚

が
過
ぎ
る
に
従
っ
て
毎
日
雨
又
六
時
半
よ
り
皇
云
に
入
り
、

雨
で
、
月
日
は
忘
れ
た
が
去
る
民
謡
あ
り
昔
な
が
ら
の
と
と
い

年
の
修
善
寺
方
面
大
水
害
の
あ
つ
あ
り
と
て
も
愉
快
で
し
た
。

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
心
配
し
て
明
二
十
一
一
日
修
善
寺
参
拝
、

い
た
処
七
月
十
九
日
勤
、
け
や
き
造
り
の
古
寺
で
、
清
掃

梅
開
け
宣
言
、
名
古
屋
測
侯
も
行
き
と
ど
き
お
互
に
ひ
と

所
発
表
の
如
く
、
二
十
一
日
は
り
で
に
頭
が
さ
が
り
、
般
若
心

快
晴
に
恵
ま
れ
、
「
い
の
し
し
一
一
経
を
一
巻
あ
げ
心
が
清
ま
る
思

村
↑
唯
市
窪
霊
誕
碓
か
し
し
の
一
い
託
祉
錬
牙
三
津
浜
海
岸
で
活

味
噌
す
ぎ
、
流
石
本
場
の
味
と
造
り
料
理
の
昼
食
、
海
豚
の
曲

と
て
も
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
芸
を
見
物
、
会
員
一
同
の
統
一

し
た
。
し
た
行
動
の
喜
び
、
特
に
幹
事

い
の
し
し
村
よ
り
浄
蓮
の
滝
の
日
和
作
驚
さ
ん
の
お
骨
折

ま
で
一
キ
・
逼
蔓
繁
る
た
り
に
深
い
感
謝
の
気
持
ち
で
一

鈴
研
錨
榊
謹
癖
鑑
麺
獅
嘩
が
詫
一
ぽ
い
で
し
た
。

新
加
入

小
沢
政
雄
稲
沢
市
稲
沢
町
東
前
一
三

橋
本
塔
之
〃
北
島
町
西
屋
敷
一
一

溝
口
和
男
〃
西
溝
口
町
北
郷
五
六
ｉ
基

野
田
嘉
澄
〃
小
池
正
明
寺
町
崖
蕩
の
切

林
茂
之
〃
千
代
町
天
神
五
雫

小
沢
和
昌
〃
稲
沢
町
伝
騒
禰
一
五
八
五
ｌ
一

堂
小
喜
代
一
〃
西
島
町
生
出
四
一
一
三
五

職
員
新
任
お
知
ら
せ

井
上
末
吉
（
五
塑
己

右
の
者
は
豊
和
産
業
株
式
会
社
を
定
年
退
職
し
七
月
一
十

六
日
よ
り
本
組
合
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
居
り
ま
す
。
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